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血管腫に特異的な所見 とされている1)･2)｡ Ⅹ線 CT
検査でもcontrastenhancementによる遅い時期の
造影剤増強によってはじめて診断が可能 となる｡核
医学的検査 とX線 CT検査はほぼ同じ過程を観察し
ていることになる｡本例のように病変が巨大になっ
て くると超音波検査では全体像の把握が困難 とな
り,また血管造影では吉松 ら3)も述べているように
管腔構造 (cavernae)を充分に描出することは困難
である｡またこれらヨード性造影剤を必要とする検
重では,ヨー ド過敏症では診断は不可能となる｡も
ちろん病変の大 きさによる宿命的な制約は受ける
が,RIアンギオ ･血液プールシンチは,超音波や,
Ⅹ線 CTなどで肝海綿状血管腫が疑われた場合,あ
るいはヨー ド過敏症では確診を得る手段 として簡
便,安全な検査法である｡
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